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～WEBアプリケーションを活用した主体的かつ協働的な学習環境の構築～ 
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１ はじめに 

 教育の世界は常に進化しており、学び方の多様性は今日の教育システムにおいて不可欠な要素となって

いる。その中でも、自由進度学習は近年注目を集めている教育法の一つである。自由進度学習とは、生徒が

それぞれのペースで学習を進めることができる教育モデルを指す。このアプローチは、従来の一斉授業のモ

デルとは異なり、個々の生徒のニーズ、能力、興味に基づいて学習計画を調整する。このような教育の形式

は、生徒にとってより柔軟性があり、主体的に学習に取り組む態度を促進すると考えられている。本研究で

は、自由進度学習をさらに強化するために、WEBアプリケーション（以降アプリ）の利用を探求する。こ

のアプリは、生徒が自分の学習進度をより把握しやすくするだけでなく、教師がリアルタイムで生徒の学習

状況を把握し、適切なサポートを提供できるように設計している。この技術的アプローチが、自由進度学習

における教育成果をどのように変化させるかを明らかにすることを目指す。 

 

２ 研究仮説 

本研究は、自由進度学習システムにおける WEB アプリの利用が教育過程において個別最適化された学

び、生徒間の協働、および生徒の主体性の向上をどのように促進するかを探求する。以下に、本研究の三つ

の核心的な仮設を提示する。 

 

○個別学習の最適化：WEB アプリを通じて、生徒は自身の学習目標、進度、理解度に基づいた個別化され 

た学習計画を作成し、実行することが可能である。このシステムにより、生徒は自身

の学習ニーズに最も適した方法で学習材料にアクセスし、学習に取り組むことができ

る。これにより、生徒の個々の違いに対応した、より個別最適化された学びが実現さ

れると仮定される。 
 

○協働学習の促進：「チャット」機能は、生徒が互いに学び合い、支援し合う環境を提供する。この相互

作用は、生徒間の協働を促進し、問題解決能力やコミュニケーション能力などの重要

な社会的スキルを育成すると考えられる。協働学習のこの形式は、生徒が集団内での

役割を理解し、他者と協力することの価値を認識する機会を提供する。 
 

○主 体 性 の 向 上：このWEBアプリを用いることで、生徒は自己の学習プロセスを自ら計画し、評価す 

る責任を担う。ゴール設定、計画立案、自己評価のプロセスを通じて、生徒は自己主

導的な学習態度を養い、自身の学習に対する主体性を強化すると予測される。このよ

うな主体性の向上は、生徒が自らの学習目標に対してより積極的に取り組み、学習過

程において能動的な役割を果たすようになることを意味する。 

 

 



本研究は、自由進度学習システムがいかにして個別最適化された学びを実現し、協働学習を促進し、生徒

の主体性を向上させるかを明らかにすることを目指す。これらの要素が組み合わさることで、生徒一人ひと

りの能力を最大限に引き出し、より効果的な学習環境を構築することが期待される。 

 

３ 研究内容（自由進度学習システムの紹介） 

本研究は、自由進度学習を支援するWEBアプリシステムの効果を探る。以下にシステムの紹介について

示す。 

（１）自由進度学習システムは生徒が自らの学習進度を把握し、教師が生徒の進捗をリアルタイムで追跡で

きるよう設計している。 

① 題材のゴール（図１） 

ここでは、学習すべき内容の結果

として期待される具体的なゴール

を設定し、目指すべき方向性を示し

ている。 

② 題材の学習問題（図１） 

ここでは、生徒が題材のゴールを

達成するために解決すべき具体的

な問いを示している。この問いは、

題材のゴールに向けた課題となる

要素を明確にしている。 

③ ゴールへのミッション（図１） 

ここでは、題材の学習問題の解決

に向けた具体的な解決策や取り組

むべき活動を定義する。ミッション

遂行のためには、各ミッションにシ

ョート動画が添付されており、生徒

は必要な知識や注意点を自分のタイ

ミングで何回でも学習できる。また、

各ミッションの完了には、Googleフォームで作成されたテストを用いて、自分の理解を確認し、小さな

ステップごとに学習の進捗を確認することが可能である。 

④ 本時の計画（図２） 

ここでは、生徒が授業での具体的

な活動を計画する。「ゴールへのミ

ッション」を基にして、その授業時

間内で「何を」課題とし「何で」「ど

のように」解決していくのか自己決

定する。そして、生徒によって作成

された計画は、教師のスプレッドシ

ートに反映され、管理される。これに

より、教師は各生徒の計画を理解す

図１ WEBアプリ（前半部分） 

図２ 本時の計画 



ることができるため、適切かつスムーズな個別支援が可能となる。また、課題解決のために計画を立て

ることは、自分で学習を管理し、学習に対して主体的に取り組む姿勢を養うために重要である。 

⑤ ゴールへのミッションにコメント（図３） 

ここでは、生徒が各ミッション完

了後の成果を振り返り、自己評価を

行う。ここでのコメントには、ミッ

ションの達成度、それをクリアする

際に役立ったコツ、学習における成

功体験や困難だった点についての詳細が含まれる。そしてこの情報は、③ゴールへのミッションと教師

のスプレッドシート（図４）に蓄積されるため、生徒は次の学習に向けての目標設定や改善点を明確に

することができたり、教師は個々のニーズに合わせた追加サポートを検討するための貴重な洞察を得た

りすることができる。 

⑥ 過去の振り返り一覧（図５） 

ここでは、生徒がこれまでの学習活動を振り返ることができる。この一覧は、生徒が自身の学習過程

における成長を客観的に観察し、自己理解を深めるための基盤となる。さらに、この情報は教師のスプ

図３ ゴールへのミッションにコメント 

図４ 教師用スプレッドシートに反映された各生徒のミッションの進行状況 

図５ 過去の振り返り一覧 



レッドシートにも反映されているため、教師は各生徒の進歩を個別に追跡し、それぞれにコメントをし

たり、参考となるＵＲＬを添付したりすることが可能である。 

⑦ 本時の振り返り（図６） 

ここでは、生徒がその授業時の学習内容を三観点で振り返る。そして、その情報は⑥過去の振り返り

一覧に反映されていく。この振り返

りは、次の学習ステップへの計画を

立てる際の出発点となり、生徒が自

分の学習プロセスを主導するための

重要性な情報となる。教師は各生徒

の振り返りにより学習状況を把握

し、必要な支援や指導のアプローチ

を調整する。 

⑧ Chat 機能（図７） 

生徒がいつでも疑問に思ったことをすぐ

に書き込めるようになっている。図７のよ

うに、ある生徒が疑問をチャット期に書き

込むと、その書き込みは他の生徒にもリア

ルタイムに反映され、理解している生徒か

らの返信が期待される。この Chat 機能はミ

ッションに対して困難さがある生徒の支援

や協働の自然発生を促すことができる。ま

た、生徒には一つのコメントにつき、「いい

ね」を一つ増やす権利を持っており、よいと

思われたコメントは「いいね」の数が増えて

いく。このような仕組みにすることで疑問

とそれに対する解決策を学級で共有するこ

とはもちろん、疑問の解決に貢献した人の

承認欲求を満たすこともできる。 

また、URLの添付も可能で、共有したい

URLをメッセージに貼り付けて送信を行う

ことで、ワンタップでその URLのサイトを

閲覧することができる。 

＊黄色い吹き出し・・・教師からのコメント 

 灰色の吹き出し・・・級友からのコメント 

 緑の吹き出し・・・自分のコメント 

 

 

☆解説動画は下記のリンクを 

クリックしてください↓↓↓↓↓↓↓↓↓ 

 「自由進度学習システムの概要動画 

図６ 本時の振り返り 

図７ Chat機能 

https://drive.google.com/file/d/1vko9gtqf-AL-QSOs16xFWItVTVVUUJpL/view?usp=drive_link


４ その他 

本WEBアプリでは機能として①ゴールへのミッション、②本時への計画、③ゴールへのミッション 

にコメント、④過去の振り返り一覧、⑤本時の振り返り（３観点）、Chat機能があり、どの機能を使いかは

選択することができる。 

例）②本時への計画、④振り返り一覧、⑤本時の振り返り（３観点）（図８） 

＊本時の振り返りの観点も選択可能（１観点～３観点） 

 

 

図８ 本時の計画、振り返り一覧、本時の振り返り（家庭科） 
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